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実践中！実践中！

ＦＭあすも ＪＡ番組「そ～じゃ＊い～じゃ」
毎週金曜日　お昼１２時４０分～ 絶賛放送中！

Facebook
二次元コード

ホームページ
二次元コード

最新の情報は
こちらを

ご覧ください

マイナビでエントリー受付中

ＪＡいわて平泉
の 採 用 情 報 で
す。気軽にご覧
ください。

二次元コード二次元コード
インスタグラム

二次元コード

もくじ
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動画はこちら
二次元コードを読み込むと動画がみられます。
配信期間を過ぎた動画は視聴できなくなります。
〈 動画配信期間　令和６年６月１０日～令和６年８月９日 〉

花鳥風月花鳥風月 ＪＡ管内の地域行事や四季の風景を紹介

山田 蒼太 くん（７）
やま だ そう た

長島小学校１年

算数で１００マス計算が好きな
蒼太くん。大きくなったら車を
売る人になることが夢です。

穗積 唯翔 くん（７）
ほ づみ ゆい と

長島小学校１年

算数で数字の勉強を頑張り
たい唯翔くん。大きくなった
ら、自衛隊員になることが
夢です。

おじいさんの石川初男さん。
病気をせずに健康に育ってほ
しいとほほ笑みます。

◎だいすきなひと

ほ
う
じ
ょ
うち

な
ご
し

お
お
は
ら
え

　
花
泉
町
老
松
の
御
嶽
山
御
嶽

神
明
社
で
は
、
一
年
の
う
ち
最

も
昼
が
長
く
な
る
夏
至
の
時
期

に
心
身
健
康
と
家
内
安
全
、
五

穀
豊
穣
、災
害
よ
け
、疫
病
よ
け
、

社
会
の
平
穏
を
祈
願
す
る
神
事

を
行
い
ま
す
。
境
内
に
設
け
ら

れ
た
茅
の
輪
を
左
回
り
、
右
回

り
、
左
回
り
と
三
度
く
ぐ
り
、

拝
殿
内
で
神
事
に
臨
み
身
を
清

め
ま
す
。

　
今
年
は
６
月
30
日
（
日
）
に

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
茅
の
輪
は

６
月
中
旬
か
ら
７
月
上
旬
ま
で

設
置
さ
れ
、
こ
の
期
間
に
お
参

り
し
、
茅
の
輪
く
ぐ
り
を
し
て

無
病
息
災
を
祈
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

写真提供：御嶽山御嶽神明社
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特集　第１０回通常総代会

　
Ｊ
Ａ
は
第
10
回
通
常
総
代
会
を
５
月
24
日
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
２
年
度
と
し
て
、
改
め
て
協
同
組
合
の

価
値
と
存
在
意
義
を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
支
え
て
き
た
地
域
農
業
、

地
域
社
会
で
の
機
能
と
役
割
を
再
認
識
し
な
が
ら
、
最
重
要
施
策
「
農
家
組
合
員
の
所
得

増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
」、「
組
合
員
に
評
価

さ
れ
る
組
合
経
営
」
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
、
さ
ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た
取

り
組
み
の
展
開
に
よ
り
計
画
の
実
現
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
新
時
代
に
対
応
し
な
が
ら
地

域
農
業
を
次
世
代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
食
料
の
安
定
供
給
、
地
域

農
業
・
農
村
の
保
全
維
持
、
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
加
速
す
る

高
齢
化
・
人
口
減
少
に
よ
る
農
業
者
の
担
い
手

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
の
他
、
米
を
は
じ
め

価
格
下
落
な
ど
の
影
響
が
続
い
て
い
る
状
況
に
加

え
、
燃
料
や
肥
料
・
飼
料
な
ど
農
業
資
材
の
価
格

高
騰
で
生
産
現
場
で
は
大
変
な
厳
し
さ
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

合
併
10
年
目
と
な
る
令
和
５
年
度
は
、
第
４
次

中
期
経
営
計
画
の
初
年
度
で
、
最
重
点
施
策
の
実

現
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
一

昨
年
の
第
８
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
決
議
い
た

だ
い
た
営
農
経
済
事
業
改
革
の
一
環
と
し
て
「
さ

ら
な
る
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
て
」
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
地
域
に
貢
献
す
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
た
施

策
の
実
践
を
通
じ
て
経
営
の
健
全
化
に
向
け
た
対

応
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

佐
藤
鉱
一
組
合
長
は
総
代
会
に
あ
た
り
「
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
円
安
が
加
わ
り
、
農
業
生
産
資
材

価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
で
農
家
組
合
員
の
経
営
に

影
響
が
出
て
お
り
、
特
に
飼
料
価
格
の
高
騰
で
畜

産
農
家
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。さ
ら
に
、

猛
暑
や
遅
霜
の
影
響
に
よ
り
主
食
用
米
や
園
芸
作

物
の
出
荷
数
量
が
減
少
し
、
販
売
事
業
や
利
用
事

業
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
、
低
金

利
政
策
の
影
響
を
受
け
、
支
店
と
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
の
再
編
を
実
施
し
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

報
告
事
項

「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
」
の
変
更

決
議
さ
れ
た
議
案

総
代
数
５
３
０
人
、
出
席
総
代
数
４
８
０
人
（
本
人
出
席

２
４
０
人
、
委
任
状
出
席
１
人
、
議
決
権
行
使
書
面
提
出

２
３
９
人
）

主
な
質
問
と
意
見
要
望

附
帯
決
議

　

こ
の
通
常
総
代
会
に
お
い
て
決
議
し
た
事
項
で
、

行
政
庁
の
指
示
等
に
よ
り
修
正
変
更
を
必
要
と
す
る

と
き
は
、
決
議
の
趣
旨
に
反
し
な
い
範
囲
に
お
い
て
、

そ
の
取
扱
い
を
理
事
会
に
一
任
す
る
こ
と
の
決
議
を

求
め
ま
す
。

第
１
号
議
案

第
２
号
議
案

第
３
号
議
案

第
４
号
議
案

第
５
号
議
案

第
６
号
議
案

第
７
号
議
案

第
８
号
議
案

第
９
号
議
案

定
款
の
一
部
変
更

定
款
附
属
書
総
代
選
挙
規
程
の
一
部

変
更

規
約
の
一
部
変
更

令
和
５
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
の
承
認

（
報
告
）
令
和
５
年
度
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
注
記
表
及
び
附
属
明

細
書

令
和
６
年
度
事
業
計
画
の
設
定

令
和
６
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収

方
法
の
決
定

令
和
６
年
度
理
事
に
支
払
う
報
酬
の

額
の
決
定

令
和
６
年
度
監
事
に
支
払
う
報
酬
の

額
の
決
定

役
員
の
選
任

あいさつする佐藤組合長

特集 第１０回通常総代会

令
和
５
年
度
事
業
の
実
績

議長を務めた鈴木悦朗氏㊧と村上政一氏

　

Ｊ
Ａ
と
し
て
も
、
独
自
販

売
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
一
番
は
ブ
ラ
ン
ド

化
が
必
要
で
す
。
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
か
、
議

論
を
重
ね
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
販
売
は
市
場
に
頼
り
過
ぎ
て
い
る
。
市
場
か
ら
は

早
く
出
荷
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
る
が
、
リ
ン
ゴ
は
熟
し
た

も
の
を
出
荷
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、
Ｊ
Ａ

が
直
接
取
引
し
た
り
、
生
産
者
が
首
都
圏
に
行
っ
て
販
売
し

た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ａ
も
変
わ
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示してい
　ますので、合計金額はその内訳金額の合計と必
　ずしも一致するものではありません。

　

Ｊ
Ａ
は
農
家
組
合
員
の
所
得
を
向
上
す
る
た
め
の
組
織
。

農
政
対
策
は
、
国
や
自
治
体
が
持
っ
て
い
る
技
術
を
提
供
し
、

生
産
者
の
技
術
を
向
上
さ
せ
る
よ
う
営
農
指
導
を
す
る
こ
と

で
産
地
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
Ｊ
Ａ
は
こ
れ
が
で
き
て
い
な

い
。
生
産
量
が
上
が
ら
な
け
れ
ば
、
利
用
事
業
に
つ
な
が
ら

な
い
。

　

県
と
協
力
を
し
な
が
ら
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

技
術
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
か
ら
情
報
を
集
め

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
農
政
の
方
針
に
よ
り
、
県
と
協

資産の部合計
負債の部合計
純資産の部合計

169,960,233
163,900,360
6,059,872

資産の状況 （単位：千円）

事業総利益

事業管理費

事業損失

当期剰余金

2,158,520

2,176,865

18,345

52,195

収支の状況 （単位：千円）

単体自己資本比率
不良債権比率

１２.５４％
１.６２％

１．当期未処分剰余金

２．任意積立金取崩額

　（１）固定資産圧縮積立金

３．剰余金処分額

　（１）利益準備金

　（２）任意積立金

４．次期繰越剰余金

145,279,857

1,651,648

1,651,648

146,931,505

100,000,000

20,000,000

80,000,000

46,931,505

剰余金処分の内容 （単位：円）

計
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特集　第１０回通常総代会

　

令
和
６
年
度
は
、
第
４
次
中
期
経
営
計
画
実
践
の
第
２
年
度
と
し
て
、
改

め
て
協
同
組
合
の
価
値
と
存
在
意
義
を
見
つ
め
直
し
、
Ｊ
Ａ
の
持
て
る
組
織

力
、
結
集
力
、
総
合
力
を
発
揮
す
る
中
で
、
地
域
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
課

題
解
決
を
進
め
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
振
興
と
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

１　

農
業

　
　
～
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の
拡
大
～

　

消
費
者
の
信
頼
に
応
え
、
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
供
給
す
る
持
続
し

続
け
る
い
わ
て
平
泉
農
業
の
確
立
に
向
け
、「
黄
金
の
郷
づ
く
り
」
を
通
じ
て

担
い
手
の
育
成
と
組
合
員
の
農
業
所
得
確
保
・
増
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

２　

く
ら
し

　
　
～
地
域
の
活
性
化
と
結
び
つ
き
の
強
化
～

　

食
と
農
を
基
軸
に
、
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
一
翼

を
担
い
、
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
組
合
の
確
立
と
く
ら
し
の
活
動
の
展
開
で

地
域
と
の
結
び
つ
き
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

３　

経
営

　
　
～
組
合
員
に
評
価
さ
れ
る
組
合
経
営
～

　

自
ら
取
り
組
む
Ｊ
Ａ
改
革
の
推
進
と
組
合
員
・
地
域
住
民
と
の
結
び
つ
き

を
深
め
、
財
務
基
盤
の
強
化
と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
で
、
信
頼
さ
れ
る

協
同
組
合
と
し
て
の
存
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

令
和
６
年
度
事
業
計
画

組合員等被表彰者
（敬称略）

特
別
功
労
者

・
退
任
部
会
長

 

小
岩　

克
宏 

一
関
市
舞
川

・
退
任
農
家
組
合
長

 

及
川　

昇
一 

一
関
市
室
根
町
津
谷
川

 

伊
東　

勇 

一
関
市
大
東
町
鳥
海

 

阿
部　

進 

一
関
市
萩
荘

 

千
葉　

正
佳 

平
泉
町
平
泉

 

千
葉　

昌
壽 

平
泉
町
平
泉

 

菅
原　

博
人 

一
関
市
赤
荻

優
良
農
家
組
合
長
（
退
任
農
家
組
合
長
）

 

小
山　

勝
幸 

一
関
市
大
東
町
沖
田

優
良
組
織

 

農
事
組
合
法
人

 

門
崎
フ
ァ
ー
ム 

一
関
市
川
崎
町
門
崎

　

支
店
・
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
再
編
で
空
き
家
に

な
っ
た
建
物
に
つ
い
て
、
人
が
い
な
け
れ
ば
傷
み
が

早
く
、
固
定
資
産
税
な
ど
費
用
も
か
か
る
。
不
要
に

な
っ
た
建
物
は
早
急
に
解
体
す
る
べ
き
。
先
送
り
に

し
な
い
で
す
ぐ
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。
空
き
店
舗
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

遊
休
資
産
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
早
く
処

分
す
る
方
向
で
す
。
解
体
す
る
に
も
莫
大
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、
優
先
順
位
を
付
け
て
対
応
し
て

い
ま
す
。

　

合
併
後
、
支
店
や
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
が
次
々
と

な
く
な
り
不
便
で
な
ら
な
い
。
な
ぜ
、
役
立
つ
Ｊ
Ａ

施
設
を
な
く
し
、
車
で
燃
料
を
消
費
し
て
中
心
部
へ

と
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

再
編
に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
金
融
庁
や
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
か
ら
の
指
導
で
、
金
融
店
舗
と
し
て
の

採
算
性
と
一
定
の
取
扱
量
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

低
金
利
政
策
が
金
融
店
舗
の
収
支
を
悪
化
さ
せ
た

　

農
家
は
天
候
や
自
然
が
相
手
だ
。
私
た
ち
が
汗
を

流
し
生
産
し
た
米
、
牛
、
野
菜
そ
の
他
販
売
す
る
も

の
は
安
く
、
生
産
に
使
用
す
る
肥
料
、
飼
料
、
農
薬

は
年
々
高
く
な
る
。
こ
れ
で
は
農
家
の
経
営
は
良
く

な
る
わ
け
が
な
い
。
資
材
に
つ
い
て
安
く
供
給
し
、

農
産
物
は
高
く
販
売
す
る
よ
う
市
場
な
ど
と
価
格
交

渉
し
て
ほ
し
い
。

　

肥
料
や
農
薬
な
ど
は
、
大
規
模
農
家
や
法
人
に

は
全
農
直
送
が
あ
り
ま
す
。
価
格
も
安
く
な
る
の

で
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

賦
課
金
を
増
額

し
た
根
拠
は
何
か
。

　

合
併
し
て
10
年

間
同
じ
賦
課
金
で

し
た
。
県
内
の
Ｊ

Ａ
で
も
最
低
基
準
の
賦
課
基
準
で
あ
り
、
営
農
指

導
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
他
の
部
門
か
ら
負

担
し
て
い
ま
す
。
物
価
の
上
昇
や
農
家
経
営
が
厳

し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
状
況

で
賦
課
金
を
上
げ
る
決
断
を
し
ま
し
た
。

　

金
利
が
上
が
ら
な
い
の
に
手
数
料
だ
け
が
上
が
る
。

金
融
庁
の
指
導
に
よ
る
も
の
か
。

　

こ
れ
ま
で
低
金
利
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
金
利

は
徐
々
に
上
が
り
つ
つ
あ
り
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
貯

金
量
の
増
加
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
金
利
が
上

が
っ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
、
皆
さ
ん

の
貯
金
利
息
も
上
が

る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

主
な
要
望

こ
と
で
、
再
編
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
り
、
併
せ
て
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の

再
編
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
現
状
維
持

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

力
し
な
が
ら
、
生
産
量
を

上
げ
る
指
導
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
職
員
は
、
資
材
を
配
達
し
て
終
わ
り
で
は
な

く
、
雑
談
を
す
る
な
ど
組
合
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

農
家
の
経
営
が
潤
う
よ
う
な
政
策
を
行
っ
て
ほ

し
い
。

令
和
６
年
度
の
基
本
方
針
は
抽
象
的
で
分
か
り
に

く
い
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
実
施
し
、

目
指
し
て
い
く
の
か
、
方
向
性
を
示
し
て
い
か
な

け
れ
ば
、
計
画
に
な
ら
な
い
。
来
年
度
は
工
夫
し

て
ほ
し
い
。

・・・

提出議案が全て可決されました
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常勤監事・員外監事
佐々木 章
（盛岡市）

監事
小野寺 初雄
（一関市赤荻）

監事
菅原 憲行
（花泉町日形）

監事
須藤 敏典
（藤沢町黄海）

代表監事
小原 宏

（東山町長坂）

営農経済担当
千葉 順子
（大東町摺沢）

営農経済担当
加藤 悦子
（花泉町日形）

営農経済担当
佐藤 実

（千厩町小梨）

総務金融共済担当
千葉 広

（花泉町油島）

総務金融共済担当
畠山 信吾
（藤沢町藤沢）

総務金融共済担当副委員長
藤原 美喜男
（室根町折壁）

総務金融共済担当
菅原 正太郎
（千厩町奥玉）

総務金融共済担当
登嶋 英雄
（一関市厳美町）

営農経済担当
佐藤 圭一
（一関市舞川）

営農経済担当
昆野 裕一
（藤沢町黄海）

総務金融共済担当
遠藤 勝幸
（川崎町門崎）

営農経済担当副委員長
今野 典子
（川崎町薄衣）

総務金融共済担当
瀧澤 真一
（平泉町長島）

営農経済担当
小山 智

（大東町沖田）

総務金融共済担当
鈴木 勝

（大東町大原）

営農経済担当委員長
千葉 秀樹
（平泉町平泉）

営農経済担当
阿部 幸文
（一関市滝沢）

総務金融共済担当委員長
佐藤 秀行
（花泉町永井）

代表理事専務

那須 元一
（東山町長坂）

代表理事組合長
佐藤 一則
（一関市萩荘）

特集　第１０回通常総代会

（管理・コンプラ・監査・営農・経済）

常務理事

髙橋 敬之
（花泉町花泉）

（金融・共済）

新
役
員
一
覧

　

総
代
会
で
役
員
が
選
任
、

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
理
事

会
な
ら
び
に
監
事
会
に
お

い
て
新
役
員
体
制
が
決
定

し
ま
し
た
。
理
事
21
人
、

監
事
５
人
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
令
和
９
年

５
月
の
総
代
会
ま
で
と
な

り
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
に
格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
私
は
、
５
月
24
日
に
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

農
業
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
職
責
の
重
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
昔
は
「
十
年
一
昔
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
は
そ
の
何
倍
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
世
の
中
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
も
組
合
員
の
皆
さ
ま
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

誠
実
に
全
力
で
職
務
に
当
た
ろ
う
と
決
意
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ご
案
内
の
通
り
、
私
ど
も
の
Ｊ
Ａ
管
内
は
、
四
季
折
々
、
多
彩
な
表
情
を

表
す
自
然
に
恵
ま
れ
、
東
部
に
は
独
立
峰
の
室
根
山
が
そ
び
え
、
西
部
に
は
栗
駒
山

(

須
川)

な
ど
を
は
じ
め
山
並
み
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
北
上
川
沿
い
の
田
園
地

帯
は
県
内
で
も
有
数
の
米
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
農
畜
産
物
を
育
て
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
は
、
他
の
産
地
に
は
な
い
、
潤
い
の
あ
る
農
空
間
の
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
私
た
ち
自
身
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
私
が
お
話
し
す
る
ま
で
も

な
く
、
農
業
協
同
組
合
は
組
合
員
の
営
農
と
暮
ら
し
を
守
り
、
一
人
で
は
解
決
で
き

な
い
こ
と
を
相
互
扶
助
の
理
念
の
も
と
、
み
ん
な
で
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

民
主
的
、自
律
的
組
織
で
あ
り
ま
す
。社
会
的
使
命
と
Ｊ
Ａ
の
理
念
の
達
成
の
た
め
に
、

引
き
続
き
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
可
能
な
限
り
事
業
運
営
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、「
組
合
員
が
主
人
公
」
と
な
る
事
業
運
営
、「
何
で
も
気
軽
に
言

え
る
」
事
業
運
営
、「
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
、

行
政
な
ど
と
の
十
分
な
連
携
の
下
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
役
職
員
一
同
、
結

束
し
て
事
業
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

私
こ
と
、
今
回
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
よ
り
、
５
月
24
日
の
総
代
会

を
も
っ
て
代
表
理
事
組
合
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
３
月
、
管
内
の
２
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
が
誕
生
し
て
以
来
、

合
併
時
は
常
務
理
事
と
し
て
、
そ
の
後
、
平
成
27
年
５
月
か
ら
は
代
表
理
事
組
合
長
と

し
て
３
期
９
年
そ
の
任
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
組
合
員
の
皆
さ

ま
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
格
別
な
る
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
沿
い
か
ね
た
点
も
多
々
あ
っ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
、
地
域
農
業
振
興
等
に
よ
る
地
域
活
性
化
・
貢
献
と
い
う

Ｊ
Ａ
の
使
命
を
あ
る
程
度
、
果
た
す
こ
と
は
で
き
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
合
併
当
初
の
「
黄
金
の
郷
づ
く
り
推
進
対
策
事
業
」
は
、
地
域
農
業
振

興
と
販
売
額
増
大
に
大
き
く
貢
献
し
、
平
成
28
年
度
に
は
、
販
売
額
も
過
去
最
高
の

１
２
６
億
円
ま
で
伸
長
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
川
地
区
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

お
よ
び
Ｊ
Ａ
米
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
「
輝
き
ら
り
」
の
建
設
工
事
に
向
け
て
も
、種
々
の
課
題
の
中
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
、
ご
尽
力
に
よ
り
完
成
し
た
事
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、経
営
基
盤
強
化
に
向
け
て
は
、合
併
後
支
店
再
編
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
が
、

現
在
、
金
融
店
舗
は
一
定
の
事
業
量
や
採
算
性
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
、
Ｊ
Ａ
を
巡
る
情
勢
は
、
高
齢
化
に
よ
る
就
農
者
（
組
合
員
）
の
減
少
や
後
継

者
不
足
、
さ
ら
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ
り
激
動
の
時
代
に
突
入

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
Ｊ
Ａ
経
営
に
お
い
て
も
、
一
層
の
自
己
改
革
や
新
た
な
事
業
展

開
等
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
私
の
任
期
中
同
様
、
後
任
の
組
合
長
を
は
じ
め
、

役
職
員
一
同
に
対
し
て
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
Ｊ
Ａ
い
わ
て

平
泉
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。
長
い
間
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

組
合
長
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

佐
藤　

一
則

佐
藤　

鉱
一

代
表
理
事
組
合
長

理　

事

監　

事
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龍澤寺こども園（一関）

　年長児２５人は、４月に種まきした
こがねもちの苗を、どろんこになりな
がら手で植えました。

5/24

厳美小学校（一関）

　５年生２２人は佐藤克徳さん（一関）
所有の田んぼで、ひとめぼれの手植え
と田植え機の乗車を体験しました。

5/15

川崎小学校
　５年生２５人は（農）門崎ファーム
が所有するメダカが生息する水田で、
ひとめぼれの苗を手植えしました。

5/9

赤荻小学校（一関）

　５年生４３人は阿部邦弘さん（一関）
が所有する田んぼで、コシヒカリの苗
を丁寧に手で植えました。

5/21

東山小学校
　５年生３５人は千葉健一さん（東山）
所有の田んぼで、地元農家の指導で
こがねもちの苗を手で植えました。

5/15

龍澤寺こども園（一関）

　年長児２５人は、ＪＡ一関青年部
中里支部員と一緒に、こがねもちの
種をまきました。

4/22

山目小学校（一関）

　２年生７２人は、大住正樹さん（藤
沢）の指導で、野菜のお世話の仕方
について勉強しました。

5/21

黄海小学校（藤沢）

　５年生１６人は、老人クラブや耕作
支援隊の指導で、手植えと機械植え
の体験をしました。
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良
品
質
な
出
荷
を
目
指
し
て

キュウリの状態を確認する生産者
　

促
成
キ
ュ
ウ
リ
の
出
荷

規
格
指
導
会
を
Ｊ
Ａ
永
井

野
菜
集
出
荷
場
で
開
き
、

出
荷
規
格
や
栽
培
管
理
を

確
認
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
園

芸
課
の
渋
谷
光
職
員
が「
例

年
よ
り
気
温
が
高
い
日
が

続
い
て
い
る
た
め
、
乾
燥

に
よ
る
品
質
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
。
温
度
や
湿
度
の

管
理
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
き
ゅ
う
り
部
会

5 / 1

牛
の
安
全
と
成
長
を
願
っ
て

牧場でのびのび過ごす牛
　

Ｊ
Ａ
が
管
理
運
営
を
受

け
て
い
る
公
共
牧
場
の
、

令
和
６
年
度
開
牧
式
と
安

全
祈
願
祭
を
室
根
高
原
牧

野
で
行
い
、
管
内
の
畜
産

振
興
と
シ
ー
ズ
ン
中
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
令

和
６
年
度
は
、
室
根
高
原

牧
野
と
須
川
牧
場
合
わ
せ

て
、
夏
季
４
０
０
頭
、
冬

季
２
７
５
頭
の
受
け
入
れ

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

4 / 1 9

農
家
の
労
働
力
確
保
に
向
け

参加者でにぎわうマッチング会会場
　

管
内
の
園
芸
農
家
の
労

働
力
確
保
の
た
め
、
農
作

業
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト

マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
一
関
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。
園
芸
農
家
と
求
職

者
の
面
談
形
式
で
行
わ
れ
、

園
芸
農
家
は
求
職
者
に
作

業
内
容
や
労
働
条
件
な
ど

を
説
明
し
、
求
職
者
の
希

望
す
る
条
件
な
ど
を
確
認

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
無
料
職
業
紹
介
所
グ
リ
ー
ン
ワ
ー
ク

委嘱状を代表で受け取る女性部役員田植え機を操縦する達増知事

最
高
品
質
の

米
作
り
に
向
け

生
活
シ
ー
ダ
ー

委
嘱
状
交
付

　

県
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
米
「
金

色
の
風
」
の
田
植
え
行
事
を
奥

州
市
で
開
き
ま
し
た
。
地
元
の

小
学
生
が
見
守
る
中
、
達
増
拓

也
知
事
が
田
植
え
機
に
乗
車
し

苗
を
植
え
、
出
席
し
た
関
係
者

が
一
層
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

期
待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
高

品
質
米
生
産
へ
の
決
意
を
示
し

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
生
活
シ
ー
ダ
ー
委
嘱
状

交
付
式
を
Ｊ
Ａ
西
部
営
農
振
興

セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
30
人
が
生

活
シ
ー
ダ
ー
と
し
て
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
料
理
や
手
芸
な
ど
の

特
技
や
趣
味
、
専
門
知
識
を
生

か
し
、
女
性
部
や
農
家
組
合
、

任
意
団
体
の
講
習
会
の
講
師
な

ど
地
域
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
動
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ「
金
色
の
風
」栽
培
研
究
会

5 / 1 0

4 / 1 7

TOPICS
ココcolor ソコ color

4 / 1 8方
言
集
の
出
版
を
喜
ぶ
齋
藤
さ
ん

　

齋
藤
初
美
さ
ん
（
一
関
）
が
、
岩
手
県
南
部
地
方
の
方

言
を
解
説
し
た
「
方
言
集
」
を
出
版
し
ま
し
た
。
収
録
さ

れ
て
い
る
方
言
は
約
５
０
０
０
語
で
、
こ
れ
ら
の
方
言
か

ら
共
通
語
を
調

べ
る
索
引
の
他
、

訛
り
や
類
義
語
、

会
話
で
の
用
例

な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
お
り
、
一

関
市
の
北
上
書

房
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

一
関
地
方
の
方
言
辞
典
出
版

TOPICS
ココcolor ソコ color
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高い志のもと、日々 “ キラリ ”と光る活動をしている人たちがいる。
“ 黄金の郷 ” いわて平泉を支える、魅力溢れる“こしぇるびと” の
メッセージをシリーズで紹介していく。経

営
の
向
上
を
目
指
し
て

室
根
町
矢
越　
小
岩 

幸
祐 

さ
ん

vol.114

PROFILE

１９９９年室根町生まれ。千厩高校生産技術
学科、岩手県立農業短期大学校で畜産を学
び、就農。繁殖牛を中心に経営に携わる。
繁殖牛３０頭、子牛１８頭、米（飼料用米含む）
10㌶、草地10㌶、トマト50㌃、作業受託 21㌶。
妻、子の3人暮らし。

小岩 幸祐さん（24）
Kosuke  Koiwa

室根町矢越

幼
い
頃
か
ら
農
業
は
身
近
な
存
在

　

矢
越
山
の
鮮
や
か
な
新
緑
が
瞳
に
映
る
初

夏
。
小
岩
幸
祐
さ
ん
は
牛
一
頭
一
頭
の
観
察

を
毎
日
欠
か
さ
ず
行
う
。

　

水
稲
や
和
牛
繁
殖
を
家
族
全
員
で
大
規
模

に
営
む
農
家
に
生
ま
れ
、
祖
父
母
や
両
親
が

力
を
合
せ
て
働
く
姿
を
見
て
育
っ
た
。「
農
業

を
や
り
た
い
」
と
高
校
か
ら
農
業
を
学
び
、

さ
ら
に
学
び
を
深
め
る
た
め
岩
手
県
立
農
業

短
期
大
学
校
に
進
学
。
父
の
大
輔
さ
ん
に
「
畜

産
は
難
し
い
か
ら
学
ん
で
い
た
方
が
い
い
」

と
助
言
さ
れ
、
農
業
短
大
で
は
畜
産
を
専
攻
。

畜
産
の
基
礎
や
和
牛
繁
殖
で
は
重
要
と
な
る

血
統
構
成
を
学
び
、
２
０
１
９
年
、
卒
業
と

同
時
に
就
農
し
た
。

牛
は
生
き
物
だ
か
ら
難
し
い

　

小
岩
家
の
農
業
経
営
は
分
担
制
で
、
祖
父

正
助
さ
ん
が
和
牛
繁
殖
、
大
輔
さ
ん
が
水
稲

や
作
業
受
託
、
草
地
、
母
の
沙
織
さ
ん
と
姉

の
悠
璃
さ
ん
が
ト
マ
ト
を
担
当
す
る
。
就
農

後
は
畜
産
を
中
心
に
経
営
に
携
わ
り
、
餌
や

り
な
ど
の
管
理
を
正
助
さ
ん
に
教
わ
り
、
今

で
は
育
成
牛
や
子
牛
の
管
理
を
全
て
任
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
牛
は
一
頭
一
頭
違
う
た

め
、
餌
や
り
や
体
調
管
理
も
そ
の
牛
に
合
っ

た
や
り
方
で
行
う
必
要
が
あ
る
。
中
で
も
牛

ご
と
の
脂
肪
の
付
き
方
に
は
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
い
る
。

　

６
、７
年
前
、
牛
伝
染
性
リ
ン
パ
腫
（
牛
白

血
病
）
が
発
生
し
、
幸
祐
さ
ん
の
牛
舎
で
も

牛
が
死
亡
す
る
な
ど
被
害
を
受
け
た
。
こ
の

時
は
補
助
事
業
を
利
用
し
、
野
菜
ハ
ウ
ス
や

中
古
ハ
ウ
ス
で
牛
舎
を
増
設
。
感
染
牛
を
隔

離
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
、
感
染
の
封
じ

込
め
に
成
功
し
た
。

　
「
牛
は
生
き
物
だ
か
ら
難
し
い
が
、
そ
れ
が

や
り
が
い
」
と
幸
祐
さ
ん
は
話
す
。

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て

　

最
近
は
飼
料
価
格
の
高
騰
に
経
営
が
圧
迫

さ
れ
て
い
る
の
が
悩
み
。
生
産
し
た
子
牛
を

で
き
る
だ
け
高
く
売
り
た
い
が
、
子
牛
の
価

格
も
低
迷
し
、
枝
肉
相
場
も
上
が
ら
な
い
。

経
費
を
抑
え
る
た
め
、
購
入
飼
料
を
控
え
る

と
、
そ
れ
な
り
の
牛
し
か
生
産
で
き
な
く
な

る
。
幸
祐
さ
ん
は
、
良
質
な
自
給
飼
料
を
生

産
し
購
入
飼
料
を
減
ら
す
こ
と
が
経
営
の
安

定
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
今
後
は
自
ら
草
地

管
理
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

和
牛
青
年
部
の
活
動
に
も
参
加
し
、
仲
間

と
の
情
報
交
換
や
研
修
を
通
し
て
技
術
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
開
催
で
き
な
か
っ
た
県
外
研

修
が
再
開
し
、
学
ぶ
意
欲
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。

　

よ
り
良
い
牛
の
生
産
と
経
営
の
向
上
へ
。

幸
祐
さ
ん
の
挑
戦
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
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一　関
花　泉
平　泉
千　厩
藤　沢
大　東
東　山
室　根
川　崎

17 
27 
3 
11 
3 
13 
6 
7 
6 
93 

718
787
554
668
782
605
558
800
713
800

326
304
462
339
319
223
298
376
347
223

19 
39 
2 
21 
7 
18 
3 
11 
3 

123 

756
932
633
949
880
730
858
1,042
795
1,042

338
342
408
406
364
232
468
453
261
232

36 
66 
5 
32 
10 
31 
9 
18 
9 

216 

489,042 
559,817 
503,800 
550,859 
547,690 
447,487 
495,122 
663,422 
543,033 
533,953 

110.0%
121.3%
107.6%
99.1%
101.6%
87.6%
96.8%
125.7%
122.3%
107.9%

454,494 
495,774 
492,800 
492,300 
503,800 
415,715 
432,117 
606,257 
561,367 
485,230 

519,953 
604,154 
520,300 
581,533 
566,500 
470,433 
621,133 
699,800 
506,367 
570,793 

支　部
頭数 高値 安値 平均価格 頭数 高値 安値 平均価格 頭数 平均価格

合計去勢雌
前回比（％）

合計・平均

※単位：円（ただし高値・安値は千円）税込みです。

最高販売額の
血統構成

雌 父：
母の父：
祖母の父：

北美津久
美国桜
百合茂
（室根）

福之 姫
諒太郎
安福久
（室根）

去勢 父：
母の父：
祖母の父：

県南子牛市場　　令和６年５月９日

５月市場
和牛枝肉販売成績　　令和６年５月

格付
５
等
級
４
等
級

Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
販
売
分

３
等
級

雌
単価（円）枝重（kg） 販売額（円） 単価（円）枝重（kg） 販売額（円）

上物率
（格付４等級以上）

去勢

436 

519 

2,239 

1,818 

977,419 

943,594 

534 

544 

432 

2,293 

2,013 

1,829 

1,226,109 

1,096,443 

790,428 

94.4%

販売頭数 36頭 ※枝重、単価、販売額は平均値

出荷月間最高販売牛
血統紹介

雌の部
幸忠栄×菊福秀×安茂勝
A5　456㎏　2,603円

A5　586㎏　2,652円

去勢の部
美国白清×諒太郎×隆之国

生産資材ひろば 営農TOPI CS
６月～８月は農薬危険防止運動の実施期間です！６月～８月は農薬危険防止運動の実施期間です！

地産地消のお知らせ地産地消のお知らせ　
『2024夏  地産地消  とまと・りんごジュース  ひとめぼれ、米めん  ギフト』承ります！

申込は、７/５（金）までです。

№1

№2

とまとジュース（果汁100％）1箱（30本入）
通常価格　3,100円　特別価格　3,000円（税込）
りんごジュース（果汁100％）1箱（30本入）
通常価格　3,100円　特別価格　3,000円（税込）

№3
№4

ＪＡ限定米ひとめぼれ金色舞（こんじきまい）
精米　   5kg　特別価格　2,000円（税込）
精米　10kg　特別価格　3,600円（税込）

№5

№6

№7

いわいの米めん4食入（めんつゆ付）
通常価格　1,200円　特別価格　1,000円（税込）
いわいの米めん＋もりおか冷麺セット
米めん120g ×4食（めんつゆ付）
冷麺160g ×4食（冷麺スープ・キムチの素付）
通常価格　3,100円　特別価格　2,500円（税込）
いわいの米めんセット
いわいの米めん2食入 ×6袋入（めんつゆ付）
通常価格　1,860円　特別価格　1,680円（税込）

【岩手一関産米粉使用】  アオキ自慢の逸品　いわいの米めん
アオキ定番ギフト

※送料と箱代は、別途いただきます。※いわいの米めんは、令和６年１１月末で
製造を終了し、なくなり次第販売も終了する予定です。

ＪＡ各営農経済センター
または ＪＡ経済課（地産地消部門直通） ℡23-9174

お問い合わせ

営
農

クセ トレ

観光客に「金色の風」をＰＲ 中尊寺金色堂建立９００年を記念した限定
パッケージ

中干しは乾燥のし過ぎに注意し中干しは乾燥のし過ぎに注意し
適度な管理を行いましょう適度な管理を行いましょう

　6 月に入り、圃場の水管理が大事な時期になりまし

た。今回は中干しについて紹介します。
① 中干し実施の目安
　中干しの実施は、圃場を観察し、1 株当たりの茎数
が２５本程度になっていることを確認しましょう。中
干しを行うと稲体の窒素吸収が抑制され、分げつしづ
らくなるからです。
　6 月２５日ごろまでに中干しを開始しましょう。目
標穂数の 8 ～ 9 割が確保される時期が平年 6 月２５日
ごろです。なお、今年は平年気温を上回っているため、
現在の状況が続けば早めの作業になると予想されます。
② 中干しする際の注意点
　中干しは田面がカラカラになるまで干すわけではな
く、田面に細かい亀裂が生じ、軽く踏んで足跡が付く
程度が最適とされています。
　中干しの実施によって、根の伸長促進と健全化を図
ることができます。適期に中干しを実施しましょう！

お祭り会場で金色の風をＰＲ！ ～平泉町・春の藤原まつり～

　５月３日に平泉町で開催された春の藤原まつりにて、
岩手県ブランド米「金色の風」を販売しました。今年は
中尊寺金色堂建立９００年の節目ということで、特別な
パッケージを作成し、昨年より多くの方の手に取っても
らいました。

任意組合
農業経営を
営む法人に！

さらなる
経営発展 !!

　一関地方では、基盤整備事業等の受益地区の組織化と集落営農組織の法人化が進んでいます。
　それぞれが目指す営農の姿を実現するため、集落営農組織の設立や法人化について、下記
日程によりご相談に応じます。

相談日の１週間前までに、下記のいずれかにご連絡ください。

○一関市農林部農政推進課 
○平泉町農林振興課
○一関農業改良普及センター
○ＪＡ営農振興課

（TEL  21-8225）
（TEL  46-5564）
（TEL  52-4961）
（TEL  34-4001）

担当：村上
担当：髙橋
担当：佐藤
担当：千葉

【お申し込み･お問い合わせ】

開 催 日

ＪＡいわて平泉 
営農振興センター

（一関市川崎町薄衣字久伝１８－１）

令和６年
　  〃
　  〃
　  〃
令和７年
　  〃

６月２１日（金）
８月２３日（金）
１０月１８日（金）
１２月２０日（金）
１月２４日（金）
２月２１日（金）

午後１時３０分
〃
〃
〃
〃
〃

第１回
第２回
第３回
第４回
第５回
第６回

場 所

一関地方集落営農組織（法人）設立相談会

※各地区・組織のご要望に応じて、希望する日時、会場（集会所等）での開催も可能です。（要相談）

一関地方農林業振興協議会

◎詳しくは『農林水産省ホームページ』

http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_tekisei/ 

検索農薬の適正使用

　令和６年度の運動テーマは『守ろう　
農薬ラベル、確かめよう　周囲の状況』
です。 周辺環境への農薬の飛散防止を
徹底することを重点的に指導します。

防護装備は
しっかりと

肥料高騰対策事業について
　事業対象となる農業者の皆さまへは事業取組報告書を送付しておりますので、内容をご確認の上、書類

の提出をお願いします。書類の提出期限は６月２８日（金）です。不明な点がありましたら最寄りのＪＡ

営農経済センターにお問い合わせください。

　書類の提出がない場合、補助金の返還が求められる場合がありますので、期日厳守で提出をお願いします。

15 2024.6  KOSHERU こしぇる KOSHERU こしぇる  2024.6 14



合併１０周年定期貯金
 定期貯金　お預け入れ額　１０万円以上

　　　　　　年０．１％　上乗せ

期間　令和６年６月３日（月）～８月３０日（金）
条件　下記の１つ以上の条件を満たす方

　　　・当ＪＡで公的年金を受け取りされている方
　　　・当ＪＡで公的年金の受け取り予約をされた方
　　　・ＪＡカードをお持ちの方、または新規にお申し込み
	 される方
　　　・ＪＡネットバンクまたはＪＡバンクアプリを利用され	
	 ている方、または新規にお申し込みされる方。

詳しくは　ＪＡ各支店まで

１０年間のご愛顧
ありがとうございます！！

くらしのヒント！くらしのヒント！

“つくる”をテーマにＪＡ役員が思いを綴ります

前理事
佐々木	亨
（花泉）

頑
張
れ
！ 

わ
が
農
協

共同購入コンバインって何ですか?

一
関
中
央
支
店

  

信
用
窓
口
　
担
当

木き
む
ら村 

美み

さ紗

　

貯
金
の
入
出
金
や
定
期
貯
金
、
定
期
積
金
の
口

座
開
設
な
ど
の
窓
口
業
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

丁
寧
な
対
応
と
正
確
な
事
務
手
続
き
を
心
掛
け
て

い
ま
す
。
ご
来
店
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ＪＡ デイサービスセンター 〒 021-0901
一関市真柴字原下 4-1
TEL	0191-31-1538

〒 029-0803
一関市千厩町千厩字境田153-12
TEL	0191-52-5668

も
ち
っ
こ
輪
投
げ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

狙
い
を
定
め
て
、
投
げ
ま
し
た
。

輪
投
げ
に
挑
戦
！

ハートフル千厩支部の皆さんから贈られた手作り棒を
利用して、下肢筋力アップに取り組んでいます。

手作り棒で筋力アップ

　

Ｊ
Ａ
一
関
青
年
部
真
滝
支
部
は
５
月
10
日
、
滝

沢
小
学
校
（
一
関
）
の
田
植
え
体
験
の
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
５
年
生
18
人
は
、
４
月
に
種
ま
き
し

た
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」
の
苗
を
、
３
㌃
の
水
田
に
手

作
業
で
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
泥

の
感
触
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
田
植
え
を
楽

し
み
ま
し
た
。
今
後
は
、
稲
の
成
長
や
水
田
の

周
辺
環
境
の
観
察
会
を
開
き
、
秋
に
は
手
刈
り

で
稲
刈
り
を
行
う
予
定
で
す
。

青年部員の指導で田植えをする児童

おいしいお米に育って

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
花
泉
中
央
支
部
涌
津
支
部
は
４

月
23
日
、
転
作
田
と
畑
を
利
用
し
た
家
庭
菜
園

講
習
会
を
開
き
、
部
員
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

金
流
川
沿
岸
涌
津
土
地
改
良
区
の
岩
渕
功
理
事

長
の
指
導
で
、
野
菜
苗
を
植
え
る
前
に
行
う
準

備
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
し
た
。
土
壌
に
合
わ

せ
た
施
肥
や
野
菜
の
種
類
に
応
じ
た
石
灰
の
施

用
の
仕
方
、
苗
の
植
え
付
け
方
を
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

圃場準備のポイントを学ぶ参加者

定植前の準備のポイント理解
ＪＡ女性部花泉中央支部涌津支部

ＪＡ一関青年部真滝支部

　

最
近
は
就
農
者
の
高
齢
化
や
人
手
の
減
少
が
進
み
、

生
産
コ
ス
ト
の
増
加
や
販
売
単
価
の
低
迷
も
相
ま
っ

て
、
目
指
す
べ
き
農
家
所
得
の
増
大
は
困
難
な
時
代

が
続
い
て
い
ま
す
。
収
入
が
不
安
定
で
後
継
者
も
育

た
な
い
状
況
で
は
ま
す
ま
す
農
地
の
荒
廃
が
進
み
、

地
域
農
業
の
将
来
は
非
常
に
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

頼
る
べ
き
農
協
も
昨
今
の
超
低
金
利
や
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
も
あ
り
、
信
用
共
済
事
業
の
収
益
減
少
や
他

業
態
と
の
競
争
激
化
等
で
、
収
益
が
徐
々
に
悪
化
し

て
本
来
の
農
業
生
産
力
の
増
進
や
、
農
業
者
の
社
会

的
地
位
の
向
上
に
投
資
す
る
余
裕
が
無
い
状
況
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
当
農
協
で
は
、
協
同
組
合
の
理
念

と
地
元
愛
の
下
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
持
っ
た
多
く

の
職
員
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い
状
況

を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、
職
員
と
組
合
員
が
一
丸
と

な
っ
て
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
農
協
の
存
在
感
を

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
本
来
の

農
協
業
務
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
組
合
員
以
外
の
地
域
住
民
や
団
体
、
行
政
、
企
業

な
ど
と
率
先
し
て
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
農
業
や

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
地
域
づ
く
り
が
実
現
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

大東農機センター　金野 悠希

ご好評いただいている共同購入第 3 弾で、生産者や
ＪＡなど全国７０００人以上の声を反映したコンバイン

です。
　生産者への販売価格を抑えた、ヤンマー 4 条刈コンバイン
で、機体が左右に傾いても水平に保つ車体水平制御や、湿田
作業でも滑らかな旋回と安定した直進ができる常時駆動方式

（ＦＤＳ）などの機能を搭載しています。
　ご注文いただいてから納品まで４カ月
かかりますので、ＪＡ各農機センターまで
お申し込み・お問い合わせ
ください。

店頭金利
に対して
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よりぞう
ポリメッシュ ランドリーポーチ

いわて牛・いわて純情豚
ボリュームたっぷり
しゃぶしゃぶセット（２ｋｇ）

ＪＡいわて平泉  理事会だより
　次の事項について審議され、原案通り決議されました。
第３回　４月２６日開催
▶不祥事再発防止策に係る進捗状況　▶要改善ＪＡ（不祥事点検
基準）指定に伴う再発防止策の決定　▶令和６年度事業計画（数
値）の一部変更　▶規約の一部変更　▶第１０回通常総代会提
出議案の追加　▶理事担当委員会規程の一部変更　▶理事会運
営規則の一部改正　▶令和５年度事業報告・附属明細書・貸借
対照表・損益計算書及び剰余金処分案の承認　▶令和６年度総
合財務計画の決定　▶第１０回通常総代会に提案する役員選任
　▶令和５年度米販売対策費収支報告書及び令和６年度米販売
対策費収支計画　▶令和６年産出荷契約米共同計算に係る重要
事項の決定　▶園芸センター利用料の改定　▶畜産関係規定の
一部改正　▶自己改革工程表　▶２０２４（令和６）年２月末場所
別・部門別損益分析表の一部修正
臨時理事会　５月１６日開催
▶再発防止策の取組状況（令和６年１月～３月分）に係る監事監
査の結果及び当ＪＡの対応
第４回　５月２４日開催
▶組合長理事の選任　▶専務理事及び常務理事の選任　▶代
表理事の選任　▶常勤理事の担当業務の決定　▶特定理事の
決定　▶常務理事順位の決定　▶常勤理事の業務引継に係る立
会人の選任　▶理事担当委員会を構成する担当理事の決定　▶

（株）だいず工房取締役及び監査役の派遣　▶（有）ＪＡラポー
ト取締役及び監査役の派遣　▶（株）ＪＡいわて平泉葬祭センター
取締役及び監査役の派遣

※お一人様１個まで

ＪＡいわてグループ
農業機械フェア２０２４  開催

７月に１０周年お客様大感謝デーを開催致します。

・セルフサービス店（狐禅寺、花泉、室根、川崎）

毎週水曜日　3 日、10 日、17 日、24 日、31 日　（５日間）

・フルサービス店（一関バイパス、千厩、藤沢、興田、摺沢、東山）

第１・第３土曜日　6 日、20 日　（２日間）　　　　　　
　　　　　

今年の７月は大大大特価！！
皆さまのご来店　スタッフ一同　お待ちしております

○日時 令和６年６月２２日（土）
  ２３日（日）
  午前 9 時～午後 3 時
〇会場 ＪＡいわて花巻本店駐車場特設会場
 （花巻市野田３１６－１）

○開催期間 ７月１３日（土）～１５日（月）
〇開催場所  ＪＡ管内を中心に、県内、首都圏の飲食店、量販店

【キャンペーン期間】

令和６年 ６月３日（月）～７月３１日（水）

〇イベント 来場者に粗品プレゼント
お楽しみ抽選会＆キッチンカー
農作業安全ＶＲ体験
みどりの食料システム戦略
共同購入コンバイン展示
最新ＩＣＴ農業機械紹介
現品限り！アウトレット機・中古機販売　など

JAラポート１０周年お客様大感謝デーのお知らせ

【５月３１日付】　退職

 吉田　成美　（園芸課）

 浅利　真由美　（一関中央支店）

職員の動き（カッコは前所属部署）

無料年金相談会を開催します 口座振替依頼書のご提出はお済ですか？
　 ＪＡでは、これから年金の請求手続きをされる方などを
対象とした年金相談会を開催します。社会保険労務士が
無料でご相談をお受けしますので、相談を希望される方は
あらかじめご予約下さい。

　 5 月の文書でご案内いたしました口座振替
依頼書につきまして、ご協力いただきありが
とうございます。
　期限を 5 月 31 日に設定しておりましたが、
必要な書類となりますので、まだ提出をいた
だいていない方につきましては、引き続き提
出についてご協力をお願いいたします。
　また、すでにご提出いただいた方につきま
しては、現在、不備等がないか確認しており
ます。不備等があった場合にはご連絡させて
いただきますので、その際はよろしくお願い
いたします。

お問い合わせ・お申し込み　ＪＡ各支店
お問い合わせ リスク管理室　金融課
 各営農経済センター　各支店

お問い合わせ　ＪＡ各農機センター

お問い合わせ　ＪＡラポート各給油所

詳しくは　ＪＡ園芸課　石川・藤代　☎３４－４００３

お問い合わせ　ＪＡ畜産課　☎３４－４０２０

詳しくは　園芸課　菊池　☎３４－４００３

【相談会日程】完全予約制

※希望日時をお問い合わせの上、必ず事前予約をお願いいたします。

年金をもらう
手続きは
どうしたら
いいの？

開催日

７月４日（木）

７月５日（金）
午後１時～午後７時

午前９時～午後３時
７月６日（土）

７月７日（日）

藤沢支店

東山支店

大東支店

千厩支店

場　所 時　間

資材店舗の休日営業変更のお知らせ

園芸センター季節作業員募集のお知らせ

須川牧場臨時職員募集のお知らせ

　休日の営業を７月１日（月）から９月１４日（土）まで下記の

通り変更いたします。ご理解いただきますようよろしくお願い

いたします。

【休日の営業時間】　土曜日　午前８時３０分～正午

※日曜日・祝日は休業となります。

　 〇対象店舗 一関地域資材センター　

  花泉営農経済センター 　

  千厩営農経済センター　　 　

  大東営農経済センター

　ＪＡでは、園芸センターの作業員を募集しています。

 
 〇勤務先 南部園芸センター（藤沢町増沢）

  東部園芸センター（大東町摺沢）

 〇期　間 ６月中旬から１２月中旬

 〇内　容 野菜・果樹の選別作業

 〇休　日 シフト制

※勤務時間、賃金等詳細については、南部園芸センターはＪＡ園芸課
　まで、東部園芸センターはハローワークまでお問い合わせください。

　ＪＡでは、須川牧場において牧場の管理や牛の飼育管理をする

臨時職員を募集しています。

 〇勤務先 須川牧場

　　　　 平泉町平泉字長倉 99 － 4

 〇内　容 ・給餌や除ふん作業

  ・預託牛の監視、見守り、衛生検査

  ・農場等の施設の点検、補修、清掃

  ・草地管理、飼料（乾牧草）の生産、運搬  など

※勤務時間、賃金等詳細については、ＪＡ畜産課またはハローワーク
　までお問い合わせください。

　ＪＡいわて平泉なす生産部会若手生産者グループは、「昼も夜もナスフェス 2024」を

開催します。ＪＡ管内の若手ナス農家が地元飲食店とタッグを組んでナスのオリジナル

メニューを提供します。また、量販店ではナスを販売します。ＪＡいわて平泉のナスを使っ

た料理をぜひお楽しみください。

ＪＡなす生産部会若手生産者グループ

昼も夜もナスフェス２０２４　開催

ＪＡバンク岩手　サマーキャンペーン２０２４
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旬彩の恵み

〈材料〉作りやすい分量

ニンジン…………………… 200g

　水…………………… 300㎖

　砂糖… ………………… 70ｇ

　甘酒…… ……………… 190ｇ

　レモン汁………………… 10g

生クリーム………………… 少々

粉ゼラチン………………… 10ｇ

お湯…………………… 100㎖

オリーブオイル… …… 大さじ1

ニンジンの葉（あれば）…… 適量

A

木村		千恵美さん
野菜ソムリエプロ

園芸研究家…●…成松次郎

夏に美味しい　人参ゼリー

今月は	 ニンジン

中華料理 中村
住　　所
電　　話
営業時間

定 休 日

一関市散田 34-1
0191-23-7899
11:30 ～14:00
17:00 ～20:00
月曜日

ＪＡ鳴神倉庫ＪＡ鳴神倉庫

一関市立
一関小学校
一関市立
一関小学校

Ｊ
Ｒ一ノ
関
駅

東
北
新
幹
線

〔お店から一言〕
　本格的な中華料理から手軽な町中華まで味わえる
お店です。地元で生産された野菜や米を使い、食
材を大切においしく食べられるよう調理しています。
ギョーザや春巻きの具にこだわり、焼きそばや酢豚も
オリジナルの味付けで提供しています。ぜひお立ち寄
りください。

豚肉とピーマンの細切り炒め　1,300 円（税込み）

トマトのレアチーズケーキトマトのレアチーズケーキ
①

②

③

④

⑤

ビスケットを厚めの袋に入れ細かくする。バターを入れて混ぜ合わせ、型に敷き詰
めて冷蔵庫で冷やす

トマトを１㌢角に切り蜂蜜大さじ３を入れ、レンジで２～３分加熱し粗熱をとる

クリームチーズをレンジで３０秒加熱し、へらで滑らかになるまで混ぜ、蜂蜜大さ
じ１を加える

③に生クリーム、レモン汁、野菜果実ジュースを少しずつ加え混ぜ合わせる

粉ゼラチンを水でふやかし、レンジで２０～３０秒加熱して溶かし、④に加えて混
ぜ合わせる。型に流し入れ、冷蔵庫で冷やし固める

東山町田河津
那須野 敬子さん

■材料　２人分　

□トマト	 ………… １個（１００ｇ）
□クリームチーズ	 ………２００ｇ
□蜂蜜	…………………… 大さじ４
□生クリーム	 ……………１００㎖
□レモン汁	……………… 大さじ３
□野菜果実ジュース	 ……１６０㎖
□粉ゼラチン	………………１０ｇ
□水	……………………… 大さじ３
□ビスケット	 …………… ７０ｇ
□バター	………………… ４０ｇ

　ニンジンの発芽適温は１５～２５℃で、７～

１０日で発芽がそろいますが、３５℃以上では

発芽しません。発芽直後の種は乾燥すると枯

死し、過湿では酸素不足で発芽不良になりま

す。その後の生育適温は２０℃前後の冷涼な

気候です。

［品種］耐病性、耐暑性に優れる品種を選びま

しょう。五寸系では「向陽二号」（タキイ種苗）、

「ベーターリッチ」（サカタのタネ）、「ひとみ五寸」

（カネコ種苗）などがあります。ミニニンジン

は極早生で柔らかく、生食向きです。

［畑の準備］種まきの 2 週間前に1 平方㍍当た

り苦土石灰 100㌘を散布して、深さ 30㌢程度

に耕しておきます。種まきの1 週間前に、1 平

方㍍当たり化成肥料（NPK 各成分 10%）100

㌘と完熟堆肥 2㌕を施し、土とよく混ぜてお

きます。70 ～ 80㌢程度の畝幅に、条間 20㌢、

深さ1、2㌢程度のまき溝を 2 条作ります（図 1）。

［種まき］畑が乾いているときは、まき溝に

灌
かんすい

水をしておきます。溝に種を1、2㌢間隔に

条まきし、裸種子は 5㍉の厚さ、ペレット種子

の場合は 1㌢の厚さを基準に覆土します。軽

い火山灰土では手でしっかり土を押さえ付けて

おきましょう。さらに、もみ殻をかぶせて乾燥

を防ぐ、黒寒冷しゃの被覆で地温を下げるな

どの対策を行います。

［灌水］ 種まき前に土にしっかり水を含ませるこ

と、発芽後も土を乾かさないことが大切です。

なお、黒寒冷しゃなどの日射を遮る資材でべ

たがけしたときは、発芽後すぐに取り除きます。

［間引きと追肥、土寄せ］ 1 回目の間引きは本

葉 2、3 枚のときに密生部や生育の遅れてい

る株、逆に極端に進んでいる株を間引きます

（図 2‒1）。2 回目は本葉 5、6 枚のときに行い、

株間を 6 ～１０㌢にします。間引く株の根元を

手で押さえて引き抜きます（図 2‒2）。最後の

間引き後に 1 平方㍍当たり化成肥料 50㌘を

追肥し、株元に土寄せして株をしっかり固定さ

せましょう。収穫期近くには、根の肩の部分に

さらに土寄せし、根が緑に着色するのを防ぎ

ます（図 3）。

［病害虫の防除］葉はキアゲハの大好物なので、

見つけ次第、手で取り除きます。ネコブセンチュ

ウに弱いので連作を避け、前作に被害がある

ときは作付けを控えましょう。

［収穫］根径 5㌢程度に肥大した株から順次抜

き取ります。年内は肥大が続くので、太り過ぎ

て裂根しないうちに収穫をします（図 4）。8 月

まきでは、さらに

土寄せして越冬さ

せ、葉が枯れた後

でも適宜掘り上げ

て収穫できます。

①

②

③

④

⑤

ニンジンはきれいに洗い、皮ごと 1㌢くらいの輪
切りにする
小鍋にオリーブオイルを入れて①を絡め、水を加え
て１０分ほど柔らかくなるまで煮る。粗熱がとれたら、
Ａを加えて滑らかになるまでミキサーをかける…
粉ゼラチンをボウルに入れてお湯を加え、溶かした
ら②を入れてよくかき混ぜる…
器に流し入れてラップをかけ、冷蔵庫で冷やし固
める。…
生クリームを絞り、ニンジンの葉を飾る

適期の種まきと灌水で発芽を万全に

… ニンジンは強い抗酸化作用を持つβ－カロテン含有量が緑黄色野菜の中でも
トップクラスで、活性酸素除去や抑制に効果があります。また、β－カロテンは、油と調
理すると吸収率がアップし、必要に応じてビタミンＡに変換されるので食べ過ぎの心配も
ありません。皮の部分に栄養が多く含まれているため、なるべく皮も捨てずに調理してく
ださい。

豆知識

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

【一口メモ】
野菜果実ジュースの種類

で色や味が変わります。

トマトの他に、キウイな
どのフルーツを加えると

彩りが増します。

ビスケットを、スポンジ
やカステラに変えてもい

いです。

蜂蜜を使っているため、
甘さ控えめでさっぱりし

ています。
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市
内
の
電
子
部
品
製
造
会
社
に
勤
務

し
、
製
造
部
門
で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
４
月
か
ら

営
業
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
部

署
で
の
仕
事
に
慣
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
営
業
す
る
た
め
に
は
会
社
の
こ
と

や
製
品
の
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
勉
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。
製
造

部
門
で
は
管
理
業
務
を
任
さ
れ
、
や
り

が
い
を
感
じ
な
が
ら
仕
事
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
営
業
の
仕
事
も
頑
張
り
た
い

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
が
趣
味
で
、
福
岡
や

埼
玉
ま
で
足
を
運
び
プ
ロ
野
球
観
戦
を

し
た
り
、
ゴ
ル
フ
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な

ど
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
が
ら
も
、
時
に
は
韓

国
ド
ラ
マ
鑑
賞
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て

お の でら

小野寺  るい さん（28）

花泉町涌津

vol.123

須
川
温
泉
へ
の
道
路
が
開
通
し
ま
し
た
。

今
年
は
何
回
温
泉
に
行
け
る
か
な
？
安
全
運

転
で
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。

 

赤
　
荻
　
Ｋ
さ
ん
（
70
代
）

雑
草
の
伸
び
る
勢
い
が
怖
す
ぎ
ま
す
。
夢

に
出
て
き
そ
う
で
す
…

 

大
東
町
　
Ｓ
さ
ん
（
50
代
）

東
山
の
フ
ジ
棚
を
早
速
見
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
結
構
な
数
の
車
が
止
ま
っ
て
お
り
、

私
と
同
じ
く
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
を
見
て
来
た

人
も
い
ま
し
た
。 

藤
沢
町
　
Ｋ
さ
ん
（
60
代
）

じ
い
じ
、
ば
あ
ば
と
毎
月
楽
し
く
パ
ズ
ル

を
し
て
い
ま
す
。 

室
根
町
　
Ｏ
さ
ん
（
10
代
）

暖
か
く
な
り
、
近
所
の
ネ
コ
ち
ゃ
ん
が
わ

が
家
に
遊
び
に
来
ま
す
。
ネ
コ
ち
ゃ
ん
に
癒

さ
れ
て
い
ま
す
！ 

平
泉
町
　
Ｃ
さ
ん
（
30
代
）

松
川
の
フ
ジ
棚
の
記
事
を
読
ん
で
、
フ
ジ

の
花
が
「
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
」
か

ら
分
け
て
も
ら
っ
た
も
の
だ
と
初
め
て
知
り
、

い
つ
か
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

花
泉
町
　
Ｓ
さ
ん
（
50
代
）

「
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
家
庭
菜
園
」

が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
す
。
今
後
も
野
菜

の
作
り
方
を
勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

千
厩
町
　
Ｓ
さ
ん
（
70
代
）

小
野
寺　

裕
美
子
さ
ん（
中　

里
）

千　

葉　

栄　

子
さ
ん（
狐
禅
寺
）

岩　

渕　

暁　

美
さ
ん（
平
泉
町
）

佐
々
木　

悦　

郎
さ
ん（
花
泉
町
）

吉　

田　

睦　

子
さ
ん（
川
崎
町
）

小
野
寺　

正　

幸
さ
ん（
室
根
町
）

岩　

渕　

光　

男
さ
ん（
東
山
町
）

佐　

藤　

ユ
リ
子
さ
ん（
千
厩
町
）

菊　

池　

昭　

博
さ
ん（
大
東
町
）

三　

浦　

正　

勝
さ
ん（
室
根
町
）

今月の当選者

５
月
号
の
答
え
は

「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
で
し
た
。

当
選
者
は
次
の
方
々
で
す
。

▼
５
月
号
の
答
え

   

タ
テ
の
カ
ギ

②	

う
ち
の
―
―
は
稲
、裏
作
は
キ
ャ

	

ベ
ツ
で
す

⑤	

時
に
は
相
手
の
―
―
に
な
っ
て	

	

考
え
る
こ
と
も
大
切
だ

⑦	

シ
カ
と
大
仏
が
有
名
な
県

⑧	

耕
し
た
り
肥
や
し
た
り
し
ま
す

⑨	

カ
ウ
ボ
ー
イ
が
首
に
巻
き
ま
す

⑪	

ス
ポ
ー
ツ
紙
で
は
打
棒
と
書
か	

	

れ
る
こ
と
も

⑫	

Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
Ｌ
で
す

⑭	

た
る
、
お
け
に
は
め
ら
れ
て
い	

	

ま
す

⑮	

部
屋
の
模
様
替
え
の
と
き
に
動	

	

か
す
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑯	

も
ち
米
に
具
材
を
入
れ
て
炊
い	

	

た
も
の

⑰	

昭
和
の
名
曲
『
青
い
―
―
』。	

	

同
名
映
画
の
主
題
歌
と
し
て
も	

	

知
ら
れ
て
い
ま
す

   

ヨ
コ
の
カ
ギ

①	

ア
ジ
サ
イ
に
似
合
い
そ
う
な
生	

	

き
物
。
文
部
省
唱
歌
の
曲
名
に	

	

も
な
っ
て
い
ま
す

②	

い
と
こ
の
お
母
さ
ん
で
す

③	

空
き
店
舗
に
―
―
募
集
の
看
板	

	

が
付
い
た

④	

野
菜
と
ハ
ム
や
ゆ
で
卵
な
ど
を	

	

盛
り
合
わ
せ
て
作
り
ま
す

⑥	

６
月
の
第
３
日
曜
日
は
―
―
の	

	

日
で
す

⑨	

ポ
シ
ェ
ッ
ト
や
リ
ュ
ッ
ク
も
こ	

	

の
一
種

⑩	

梅
雨
時
に
洗
濯
物
を
干
す
と
パ	

	

リ
ッ
と
乾
か
ず
こ
う
な
る
こ
と
も

⑪	

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
欄
に
た
く
さ	

	

ん
載
っ
て
い
ま
す

⑬	

倉
敷
市
の
―
―
地
区
を
歩
い
て	

	

回
っ
た

⑭	

足
が
８
本
あ
り
ま
す

⑯	

手
前
の
反
対
側 二

重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｄ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

クロスワード◎パズル

 お問い合わせ

ＪＡ金融課　☎ 23-3007

移動金融店舗車
『このみん号』
運行スケジュール

※ご応募いただいた個人情報は、当選者へのプレゼント発送に利用させていただきます。また、お寄せ
　いただいた身近な話題は「皆さんの声お届けします！」コーナーに掲載させていただく場合があります。

正
解
者
の
中
か
ら
10
名
に
図
書
カ
ー
ド

（
５
０
０
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

郵便はがきの裏に次の①～③
をご記入の上ご応募ください。

① クイズの答え
② 身近な話題や本誌へ一言
③ あなたの住所、氏名、
　 年齢

〒 021-0027  一関市竹山町７－１
ＪＡいわて平泉　総合企画課　まで

ご応募は FAX（21-0242）、Eメールでも受け付けます。
Ｅメールアドレス　kosheru@ja-iwatehiraizumi.or.jp

　　　令和６年６月２６日（水）（当日消印有効）
皆さまからのご応募お待ちしております。

締切日

取扱業務
貯金の入出金（現金払戻の限度額を
お１人あたり３０万円とさせていた
だきます）、定期積金の掛込、貯金通
帳の記帳・繰越、電話料金・水道料
金等の公共料金（電気料金除く）、県
税・市税・町税等の納付、相談業務（取
次業務内）

＊運行スケジュールについては、天候その他諸
　事情により、予告なく変更・中止させていた
　だく場合がございます。ご了承ください。

月 火 水 木 金
4 5

 

 

 

 

 

 

長島支店

厳美出張所

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

9 10

2 31 

11 12
厳美出張所

厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

猿沢ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

15

22

16 17 18 19
厳美出張所

萩荘支店

萩荘支店

川崎出張所

津谷川ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

長島支店

厳美出張所

28
真滝支店
厳美出張所

23 24 25 26
厳美出張所

萩荘支店

川崎出張所

猿沢ふれあい店

奥玉市民センター

室根支店

真滝支店

厳美出張所

真滝支店

厳美出張所

29
厳美出張所

萩荘支店

30
川崎出張所

津谷川ふれあい店

31
奥玉市民センター

室根支店

27

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

永井出張所

黄海支店

7月 上段：午前（9:3０～１１:３０）、下段：午後（１３:0０～１５:００）

※旧店舗名で記載しております。

8

お休み

レ
シ
ピ
か
ら
　
キ
ャ
ベ
ツ
が
消
え
る
　
物
価
高

	

（
厳
美
町　

Ｓ
さ
ん　

70
代
）

（室根町　Ｓさん		３０代）

皆さんから寄せられた
俳句・絵手紙を紹介します

23 2024.6  KOSHERU こしぇる KOSHERU こしぇる  2024.6 22



2024   N
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〒
021-0027

岩
手
県
一
関
市
竹
山
町
7-1　

TEL0191-23-3006（
代
表
）
／
FAX0191-21-0242

発
行
日
／
令
和
6
年
6
月
１０
日
				発
行
／
い
わ
て
平
泉
農
業
協
同
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
RL　

https://ja-iw
atehiraizum

i.or.jp/
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
kosheru@

ja-iw
atehiraizum

i.or.jp
編
集
／
広
報
編
集
委
員
会
（
総
務
部
総
合
企
画
課
）　
印
刷
／
岩
手
日
日
新
聞
社

主
人
公
の
野
原
拓
人
さ
ん
は
、
実
家
の
農
地
を
守
ろ
う
と
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
就
農
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

同
級
生
の
Ｊ
Ａ
職
員
に
勧
め
ら
れ
た
新
規
就
農
の
相
談
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
」
の
利
用
を
申
し
込

み
、
い
よ
い
よ
相
談
日
を
迎
え
ま
し
た
。

相
談
に
て

就
農
へ
の
縁
が
で
き
た
と

実
感
し
た
僕
は

人
と
人
と
の

つ
な
が
り
も

広
が
り
ま
す
ね
！

就
農
を
目
指
す
皆
さ
ん
が

「
こ
れ
な
ら
や
れ
そ
う
」と

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

相
談
で
向
き
合
い
ま
す
！

つ
ま
り

お
ら
い
ん
ち
で

オ
ン
ラ
イ
ン

親
父
ギ
ャ
グ
？

好
き
だ
ぜ
オ
レ
は

遠
方
の
方
は
予
約
時
に

一
声
か
け
て
も
ら
え
れ
ば

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
に
も

応
じ
ま
す
か
ら
ね

そ
れ
に
今
日
の
相
談

一
時
間
以
内
に

決
め
な
く
て
大
丈
夫

何
回
で
も
相
談
に

来
て
も
ら
っ
て

じ
っ
く
り
決
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

実
際

相
談
に
一
年
か
け
て

先
輩
就
農
者
の
話
を
聞
い
た
り

作
業
の
体
験
を
し
て
み
る
こ
と
で

後
の
研
修
や

目
標
の
就
農
が

堅
実
な
も
の
に
な
る
よ

や
っ
と
今
の
気
持
ち
が

話
せ
る
よ
う
に

話
せ
て

ス
ッ
キ
リ

し
ま
し
た

で
も
ま
だ
ま
だ

決
め
ら
れ
な
い
の
が

本
音
で…

就
農
し
た
ら

う
ま
く
や
っ
て

い
き
た
い
も
ん
ね

野原 拓人（29）
主人公

まんが：じっく

広
報
誌

こ
し
ぇ
る

編
集
後
記

▽
５
月
は
30
℃
近
く
上
が
っ
た

日
も
あ
っ
た
り
、
肌
寒
い
日
も

あ
っ
た
り
と
寒
暖
の
差
が
大

き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

比
較
的
暖
か
い
日
が
多
く
、
水

稲
苗
の
生
育
も
早
ま
り
田
植
え

も
早
く
進
ん
だ
よ
う
で
す
。
さ

ら
に
、
ク
マ
の
出
没
が
増
え
て

お
り
、
先
日
は
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅

構
内
で
も
出
没
情
報
が
あ
り

ま
し
た
。
熱
中
症
と
併
せ
て
農

作
業
を
す
る
際
に
は
十
分
に
気

を
付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
阿
部
）

▽
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
田

植
え
の
体
験
学
習
を
行
う
小

学
校
を
取
材
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
が
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な

が
ら
も
水
稲
苗
を
植
え
進
め
る

様
子
や
、
元
気
に
声
を
掛
け
合

う
様
子
は
と
て
も
ほ
ほ
笑
ま
し

く
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
農

家
や
食
と
い
う
も
の
が
い
か
に

あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
か
が

理
解
で
き
る
人
材
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
切
に
願
い
ま
す
。（
熊
谷
）

第１２２話

～新規就農編②～

“相談は一年かけてじっくりと”が    “相談は一年かけてじっくりと”が    
  就農後にうまくいくコツです！  就農後にうまくいくコツです！
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